
 

梱包条件書 

  

1 マーキング 

 梱包ケースの両サイドには、下記のマークをつけること。 

 

(1)ケース・マーク（黒字） 

 Japan International Cooperation Agency   

    

 Phnom Penh, Cambodia   

（インボイス番号） 

C/No. （ケース番号/ケース数） 

価格査定済み（本体+特別付属品）×0.9 

(2)サイド・マーク(赤字) 

TECHNICAL COOPERATION BY THE GOVERNMENT OF JAPAN 

 

(3)CAUTION/CARE MARK(TOP MARK等)  

 運送途中で取扱注意が必要な場合は、関連マーク（FRAGILE, HANDLE WITH CARE, 

THIS WAY UP, CENTER OF GRAVITY等）を見やすい位置に貼付。危険物がある場

合は、安全な梱包とし、危険物である旨マークを貼付すること。温度管理品があ

る場合は、温度管理品である旨マークを貼付すること。 

 

(4)注意事項 

① 輸送中での盗難防止のため、梱包ケースにはメーカー名やメーカーのマーク、

MADE IN JAPANの標記等をつけないこと。 

② 梱包ケース毎にパッキングリストを作成し、パッキングリストに記載するケ

ース番号と実際のケースに付けるケース番号・内容品は一致させること。 

③ 梱包ケース内の各々の包装箱・袋には、契約書中の内訳明細書の該当するア

イテム番号を付すこと。 

 

2 梱包条件 

以下のとおりとすること。 

 

●基本事項 

(1) 仕向地にて大型フォークリフト等がない場合を考慮し、一梱包の重量は単品

を除きできるだけ500kgを超えないようにすること。 



 

(2) その上で、フォークリフトによる積卸しを想定して、梱包ケースには、滑材、

すり材をつけること。 

(3) 各個の重量、容積を平均化し、梱包ケース内には緩衝材を入れて、中の資機

材が動揺しないようにすること。また、梱包ケースには必要に応じて重心位

置を示すこと。 

(4) 危険物は、国連で定められた輸送用容器（包装・梱包方法）で輸送すること。 

(5) 免税通関が完了するまで屋外の保税蔵置場に置かれることもあるため、中の

資機材が雨水で濡れないよう必要に応じ防水処理を行い、結露による錆びを

防ぐための乾燥剤の封入などの対応をすること。 

(6) 精密機械や有効期間があるもののような特別配慮を要する資機材について

は、メーカーと相談し、メーカーが機材の特性から本梱包条件書と異なる梱

包方法を提案する場合は、それを採用すること。 

(7)付属品を含む機材は、本体と付属品を原則同じ梱包ケースに含めることとし、

開梱時に機材を容易に判別できるよう配慮すること。 

 

 

●航空輸送梱包 

(1) 原則としてダブルカートン強化段ボール箱梱包とすること。 

(2) 原則として高さ160cm以内かつ長さ・幅・高さの合計が250cm以下とし、外装

を含めた総重量は1個500kg以下とすること。 

(3) 航空会社は最大高さ3mまでの段積みを行うため、下段に積まれた貨物は、 上

段の貨物の自重に加え、航空機が運航中に受ける荷重(通常2G程度)も合わせ

て受けることになるので、充分な強度を持った段ボール（JIS Z 1506及びJIS 

Z 1516の規格を満たす複両面段ボールまたは複々両面段ボール）により、か

つ JIS Z 1507の規格を満たす形状の箱とすること。上面には充分な強度を

持たせ、かつ平坦な形状となるように梱包すること。 

(4) 高さ160cmを上回る場合、長さ・幅・高さの合計が250cmを上回る場合、また

は外装を含めた総重量が1個50kgを上回る場合は、海上輸送用梱包の条件に

基づく合板密閉梱包又は木材梱包とすること。 

(5) 気圧の変化に耐えられるように梱包すること。 

(6) 危険物の場合は、ICAO、IATA等の規則に従うこと。 

(7) 温度管理品（冷蔵品、冷凍品）は、保冷剤やドライアイスなどを適切に利用

すること。 

 

●木材梱包とする場合の条件 

(1) 堅牢かつ取扱上便利な梱包であること。そのため、原則として、合板密閉梱

包とする。梱包に使用する合板は、JAS規格の普通合板とすること。ただし、

機材によっては厳重梱包が必要な場合やパレット梱包、すかし梱包またはス



 

チール梱包等が良い場合もあるので、メーカーと相談のうえ適切な梱包とす

ること。 

(2) 原則としてJIS Z 1402以上の規格の木箱密閉梱包とする。 

(3) 重量が500kg以上かつ長さ15ｍ、幅5ｍ、高さ5ｍ以内の場合は、JIS Z 1403

以上の規格の枠組箱密閉梱包。 

(4) 仕向地により国連公表の国際基準（ISPM NO.15）に基づき熱処理・燻蒸など

の必要な処理を行った木材を使用すること。 

(5) 必要に応じ、梱包ケースの側板の上下又は中間、及びふた板の両サイド又は

中間に、胴桟を打ちつけること。 

(6) 梱包ケースは、必要に応じ、帯鋼、すみ金、かど金により補強すること。 

(7) 電気機器、精密機械、その他特別配慮を要する機材については、真空バリア

梱包とすること。 

(8) 内陸輸送に当たって木箱密閉梱包ケースを解体する場合に備え、各々のアイ

テムの包装をダブルカートン強化段ボール箱等内陸輸送に耐えられるもの

にしておくこと。 

以上 

  



 

輸送条件書 

 

１ 業務内容 

（１）到達地空港までの輸送手配 

（２）仕向国輸入通関時に必要な書類（領事査証、原産地証明等）の確認と取得

手配 

（３）輸出貿易管理令等にかかる取引審査・該非判定、米国再輸出規制にかかる

該当品の有無の確認、及び、該当品がある場合の輸出許可取得手続き 

（４）船積書類（Air Waybill、インボイス、パッキングリスト等）の作成 

（５）輸出通関手続き 

（６）危険品がある場合の諸手続き 

（７）温度管理品がある場合、輸送中（通関手続き中、内陸輸送中含む）の温度

管理に留意すること。 

（８）貨物海上保険付保 

（９）経由国を通過するための諸手続き 

（10）上記に付随する業務 

 

２ 輸送条件 

（１）出発地空港：  日本国内空港（受注者の手配による） 

（２）到達地空港：  カンボジア国 Phnom Penh International Airport 

（３）輸送対象機材： 全アイテム航空輸送 

（４）業務の範囲 

   到達地空港における荷卸しまで 

（５）安全かつ迅速な輸送 

受注者は、到達地空港に至るまで、安全かつ迅速な輸送を手配しなければ

ならない。 

（６）積替え条件 

途中経由地での積替えは原則的に禁止する。ただし、輸送事情等やむを得

ない理由で積替えする場合は、認めることとするが、貨物海上保険料等の

追加分が発生する場合については、受注者の負担とする。 

（７）発注者又は荷受人の責任と費用負担で行う事項 

①相手国における輸入通関手続き 

受注者は荷受人の輸入通関手続きを側面支援し、免税手続きが速やかに

行なえるよう必要書類を遅滞なく提出すること。 

②到達地空港から仕向地までの陸上輸送 

 

３ 貨物海上保険 



 

発注者が締結している包括予定保険 Open Policy に基づき、発注者を被保険

者、受注者を保険契約代行者として、発注者の特約条件による貨物海上保険を、

以下の期間で付保すること。なお、船積完了から保険が適用される。 

・航空輸送   仕向空港荷揚げ後 30日 

 

４ 輸送書類 

（１）必要書類と部数 

受注者は、以下の書類が発行され次第、発注者に速やかに提出すること。 

（航空輸送の場合、原則として出発予定日の 14営業日前までに①②③⑪

を提出のこと。）。 

 提出書類名 提出部数 

①  航空輸送：Air Waybill 正 1部、写 2部 

② Invoice * 正 3部 

③ Packing List 正 3部 

④ 保険証券/Marine Cargo Policy 正 2部、写 1部 

⑤ 海上保険料請求書／Debit Note 正 2部 

⑥ 検量証明書 不要 

⑦ 原産地証明書 正 1部、写 1部 

⑧ 領事査証 必要に応じて 

⑨ 梱包材熱処理証明書等** 必要に応じて 

⑩ 木材証明書 必要に応じて 

⑪ 輸送日程報告カード（予定） 正 1部 

⑫ 輸送日程報告カード（確定） 不要 

⑬ 輸送日程報告カード（到着） 正１部、写 2部 

⑭ 輸出許可通知書 正 3部 

 * 書式は受注者のものを使用すること。荷受人宛として受注者署名入りとすること。 

** 経由地で必要な場合は取り付けること。 

 

（２）船積書類記載事項  

(Consignee)  

Mr.IN Sophearun 

Program Officer, Health & Planning, JICA Cambodia Office 

6th,7th,8th Floors, Building #61-64, Preah Norodom Blvd, Corner of St. 

306, Phnom Penh, CAMBODIA 

 (P.O.Box 613, Phnom Penh, Cambodia) 

TEL: +(855) 95 888 992 | +(855) 23 211 673 (Ext.840) 

 

(Notify Party)  



 

JICA Cambodia Office 

 6th,7th,8th Floors, Building #61-64, Preah Norodom Blvd, Corner of 

St. 306, Phnom Penh, CAMBODIA 

 (P.O.Box 613, Phnom Penh, Cambodia) 

TEL: +(855) 95 888 992 | +(855) 23 211 673 (Ext.840) 

 

(Shipper) 受注者とする。ただし、on behalf of JICA と追記すること。 

 

(その他) 

以下の文言を記入すること。 

“The above mentioned equipment is to be donated under Technical 

Cooperation by the Government of Japan.”  

   

５ 注意事項 

クーリエ便（国際宅配便）にて機材を輸送することは不可とする。 

 

 

以上 

 

 

 

 

 


